























いて図解を交えて説明した仮名文の書。 安永２年 （一七七三）の自序がある。履軒自筆手稿本。諸葛亮は三国時代蜀の名臣。彼が若年時に「臥竜」 （優秀な人材が時勢を得ずに潜んでいることの喩え）と称せられたところから、諸葛亮の兵法を述べるという意
























































































〔解説二〕戟隊ハ戟ヲ主トス。弓長刀ハ、戟ヲ佐テ敵ヲ勦ス。弓ハ戟ノ敵ヲ射ルヲ職トス。安ニ遠敵並 他隊ノ敵ヲ射ルベカラズ。故ニ戟先ツ敵ト合テ、弓長刀ハ、ヤヽ後レテカヽル。 合ザル以前ハ、射ズ、撃タズ。二戟ノ内、隊長ヲ本戟トス。前戟ヲ佐戟トス。大刀ハ、右ヨリ進テ弓ヲ護リ、他ノ 拂フヲ職トス。間アレハ ヲ佐テ敵ヲ勦ス、安ニ進ベカラ三長刀ノ内、最後ノ長刀 、左ニ在テ ヲ職トス。間アレバ同ク勦ス。安ニ進ベカラズ。凡隊ハ、一隊一人ノ心持、第一義ナリ。手柄ハ一隊ニテスベシ。一人ニテスベカラズ




















































































盾士各腰刀一口、長サ尺餘、輕去進退ヲ務トス。盾一伍ニテ、戦士一隊ヲ屏ス。盾一隊ニテ、戦士一卒ヲ屏ス。一旅別陣小營ノトキハ、盾ヲ四面ニ配ス。故 卒間ノ空地ニ屏ナシ 大營ノトキハ、 面或ハ二面ニ併ス。故ニ卒間ノ空地モ屏ス。四方ノ旅 一面ニ立ルトキ、左右各三十五間ツヽ餘ル。四隅 旅ハ、二面ニ立ル故、左右ノ餘リ十間ツヽナリ。コノ四十五間ノ餘盾ヲ以テ、旅間ノ空地五十間ヲ屏スルトキ、五間 空地ノコル コヽ 門ヲ置テ、中堅ノ戦士五十人ツヽヲ配シ 八門 衛ラシムルナリ。中堅ノ盾ハ、別營小 ト同ジ。銃ハ盾ノ後ニ随フ。銃士ノ敎法、並ニ盾士ト同シ。右四面ノ盾、卒間旅間 空地トモニ 然ル 隊間ノ空地ハ皆アキタリ。盾一位ニテ、廣サニ間ヲ屏ス。伍盾ト伍盾トノ間、 又二間ツヽアク故ナリ。 是ヲ散 ト
翁
ス。











































補闕軍陳營隊部カハルコトナキ故、図 及バズ。各輜重ヲ具ベシ。人数ノ多少ニヨリテ分合スベシ。又寡ケレ 、歩騎ヲス。衆ケレバ別ツ。コノ軍、闘ヲ持タズ、故ニ陣營モ本營ノ傍近 、便所ヲ





















































































































































〔解説〕鳥雲勢ハ、平原曠野ニ用ルヲ主トス。山川地勢ニ随テ、衍蔓布散ス。是ヲ視レバ、漫然トシテ紀ナキガゴトシ。敵ソノ隙ヲ窺フ。触ハズ、撃ベキ形ナシ。旗鼓一タビ動ケバ、方トナリ、圓トナリ、踈密横直、巻舒自在ナリ。山林ニ用ルモ、同シ模様ナレドモ、大衆 用ヒズ 出没變幻、敵ヲ悩スヲ事トスルノミ。遊軍竒軍ノワザナリ陣勢ノ数ニハ入ガタシ。凡陣勢ノ図ハ、大綱ヲ舉ルノミ。然ドモ コレ程 事ヲ教練シテ、習熟スレ 無量 變化、コノ中ヨリ出ベシ。一旅闘陣
〔図〕











カズ、敵益近ヅキテ、三十間ノ内ニ来レバ、銃隊退テ坐ス。盾隊起テ弩ヲ放ツ。敵又死ス。敵猶未テ盾ヲ斫 キ、盾隊一齊ニ矢ヲ放 盾ヲ荷テ、左右 分レテ、陣後ニ退ク。コノ時銃隊発喊シテ 一齊ニ銃ヲ放テ 亦左右ニ分レテ、陣後ニ退ク。コノ時敵ノ備噪ク
轜
ヲ、矛隊スカ
サズ突カヽル。コヽ 於テ、敵ノ備乱レテ、迭ニ進退ス。コレヨリ戟隊ノ戦トナルナリ。弓隊ハ敵ノ競来トキ、横ヲ射ニ利多シ。車隊ハ、不意ニ推出シテ、敵ヲ鏖ス ヨク用レバ 前堅敵ナシ。 機勢アシケレバ 放屁 将ノ指揮大事ナリ。
中井履軒『述龍篇』翻刻 ― 椛島雅弘
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（ⅱ） 『述龍篇』と江戸兵学　『述龍篇』自序では、諸葛亮の「八陣」の真意を伝えることが著作目的だと表明している。 しかしながら、 『述龍篇』に見える陣法は、諸葛亮が存命中（三国時代）の時代を想定して されたものではない。 そのことは、 「鳥銃」が登場することから明白である。よって『述龍篇』の陣法は、諸葛亮の陣法を履軒の生きた時代に、ある程度適応させて記したものだと言うことが きる。　問題は、そのような『述龍篇』の陣法が、江戸期の兵
学における陣法とどのような関係にあるのか である。江戸期では、多くの兵学的著作が作られており それらと『述龍篇』の関係が今後注目される。（ⅲ）中井履軒の学問における兵学の位置づけ　
中井履軒の学問といえば、 『七経逢原』に代表される












  『晋書』桓温伝に、 「諸葛亮造八陣圖於魚復平沙之上、壘石爲八行、行相去二丈。温見之、謂「此山常山蛇勢也」 。文武皆莫能識之。 」とある
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